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アニメ作品とツーリズムの接点を地域から考える 
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どんな研究をしているのですか？ 
私の現在の研究テーマは、コンテンツツーリズムが地域文化の保護・継承、活性化に果

たす可能性と課題について明らかにすることです。国土交通省・経済産業省・文化庁は2005
年、共同で、コンテンツツーリズムを次のように定義しました。「地域に関わるコンテン

ツ（映画、テレビドラマ、小説、マンガ、ゲームなど）を活用して、観光と関連産業の振

興を図ることを意図したツーリズム」。こうしたツーリズムが単に産業振興だけでなく、地

域文化の保護と継承に貢献することができるのか、もしできるとすれば、どういった枠組

みが必要なのか、日本各地を取材しながら考えています。言い換えれば、「メディア作品」

と「地域文化」と「人の移動・交流」、この三つの事項の相互作用についての研究です。で

すから、研究の具体的内容は、「作品を見て」、「舞台を訪れ地域の文化を調査し」、「ツーリ

ズムによってどのような交流が生まれ、地域文化が活性化したのか考察する」作業の繰り

返しです。特にここ数年はアニメ作品の可能性について重点的に研究しています。 

 
 

 

地域文化とツーリストをつなぐ方法を考える 
ユネスコの諮問機関である国際NGO イコモスは、1999年に発表した『国際文化観光憲

章』の中で、ツーリズムが文化資源の保護と継承に資するためには、三種類のアクセス手

段の整備が重要である、とうたっています。すなわち、「物理的アクセス」「知的アクセス」

「感情的アクセス」の三つです。「物理的アクセス」は主として交通や空間整備。「知的ア

クセス」はガイダンスやガイドブックなどによる正確な知識情報の提供。「感情的アクセス」

は親しみ、親近感を覚えるしかけです。私はこの三番目の「感情的アクセス」の極めて有
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効な方法として、ある地域を舞台にしたメディア作品、特にアニメコンテンツがあるので

はないか、と考えています。 
特に2000年代後半から、アニメ作品の舞台を訪れるいわゆる「アニメ聖地巡礼」という

旅行行動が話題になっていますが、こうした舞台のいくつかでは、ファンと地域住民との

交流が進み、まちおこしに繋がるという現象が見られます。まさに「感情的アクセス」手

段としてのアニメコンテンツが、ファンと地域との交流を促進し、地域文化を活性化して

いったプロセスをそこに見ることができます。 
こうした観点から私は、ファン、地域、そしてコンテンツ製作者（著作権者）の三者を、

コンテンツツーリズムの主たるプレーヤーとして設定し、これら三者がどのような関係性

を構築することで、地域文化の活性化が可能となったのか明らかにするべく、具体的事例

を取り上げ、関係者へのインタビューを重ねています。 
 
「ツーリズム」という奥深い研究対象 

私は最終的にツーリズムを、より人間らしく心豊かに生きられる社会をつくっていくた

めの交流の手段であり仕組みであると位置づけたいと思っています。そのためには、ツー

リズムを二つの軸で捉える必要があると考えています。一つ目は時間軸、つまり「世代間

の交流」です。文化の継承と創造、生と死、教育というテーマと深く関連します。二つ目

は空間軸、すなわち「地域間の交流」です。寛容性と相互理解をどう生むのか。文化外交、

文化的安全保障論にまで展開可能なテーマです。そしてこれらを縦軸と横軸に取り、その

接点に交流の場としての地域を設定してみる。こうした仕組みをどのように創り出して

いったら良いのか？具体的な事例を取り上げ、現場から解明していきたいと考えています。 
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